













































































































prasunuyāt? subhūtir āha : bahu bhagavan, bahu sugata. bhagavān āha :
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徳の集積と説かなかったであろう。」
§ 30a.［59, 7-60, 2］
yaś ca khalu punah
̇










































cayo bhavet. tat kasya hetoh
̇














caya iti. tat kasya
hetoh
̇
























































§ 21b［53, 14-54, 1］
evam ukta āyus
̇
mān subhūtir bhagavantam etad avocat : asti bhagavan kecit sattvā
bhavis
̇




saddharma-vipralope vartamāne ya imān evam
̇
rūpān dharmān śrutvā-abhiśraddhāsyanti?






















































































































ikena no buddho dharmo nāpi ca deśitah
̇
/
















































































































『七十頌』は G. Tucci によるサンスクリット校訂本を、『頌釈』は義淨の漢訳を使用する。そして、
『金剛般若経』は E. Conze によるサンスクリット校訂本を使用する。
( 5 ) 逆説の A としては衆生 (§ 17f ; § 21b) や凡夫 (§ 25)、あるいは、仏法 (§ 8) や般若波羅蜜
(§ 13a) 等の様々なものが挙げられている。さらに、§ 17d においては一切法をAとする逆説が述
べられている。したがって、『金剛般若経』の逆説は一切法に適用されるものであると言えよう。
( 6 )『金剛般若経』の逆説に関する種々の解釈のうち、代表的なものを挙げれば次のようである。
①鈴木説：鈴木［1968 : pp. 381-388］によれば、『金剛般若経』の逆説とは、「AはAだというのは、
AはAでない、故に、AはAである」と定式化されるものとして、肯定が否定であり否定が肯定で
あるというふうに矛盾と矛盾するもの間の相即、解消を語っているものである。このような意味の
『金剛般若経』の逆説を鈴木［1968 : p. 387］は「即非の論理」と名づけ、これが般若経思想の根幹を
なす論理であり、禅の論理であるといっている。











は仏がA1 と A2 とをともに表すA3 を用いてA2 にある弟子たちをA1 の仏の境地に導く目的で説








や『中論』の立場である」から、逆説は「A は非存在である。ゆえに言葉によって A と表現され
る」という意味のものであると、『金剛般若経』の逆説を解釈する。
( 7 ) 逆説は、あくまでもAの自性を否定することであって、A自体をも否定しているのではない。した
がって、否定と肯定との対象が、それぞれ、自性のあるAと自性のないAと異なるから、『金剛般
若経』の逆説は矛盾を含んでいるのではない。
( 8 ) もう一つのジレンマ的表現が『金剛般若経』§ 10cの後半部においても登場する。しかし、これに
対応する文句が漢訳とチベット訳とには省略されているから、引用しない。




(10) 長尾［1972 : p. 567, 9-11］は『七十頌』の k46 には abhāvakāyabhāva、「無なる身体の有」という語
が窺われるから、k11 のみならず k46 においても「無の有」は登場していると述べている。しかし、
「無の有」の「無」は無自性や空性という抽象的実在を意味する。反面、k46 の abhāvakāyabhāva、
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「無なる身の有」は「無自性の身体の有」、自性のない身体が存在するという意味である。それゆえ







sa eva hi /










(11) § 6［31, 10-32, 2］























yanti. tat kasya hetoh
̇







































jñā pravartate. tat kasya hetoh
̇















pudgala-grāho bhavet. saced a-dharma-sam
̇
jñā pravarteta, sa eva tes
̇
ām
ātma-grāho bhavet, sattva-grāho jīva-grāhah
̇
pudgala-grāha iti | tat kasya hetoh
̇
? na khalu punah
̇











































subhūtim etad avocat : tat kim
̇
manyase subhūte, asti sa kaścid






, kaścid vā dharmas
tathāgatena deśitah
̇
? evam ukta āyus
̇

















ʼsau tathāgatena dharmo ʼbhisam
̇




, na sa dharmo
na-adharmah
̇
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〔略号〕
『金剛般若経』：Vajracchedikā-prajñāpāramitā-sūtra, ed. by E. Conze, Serie Orientale Roma 13, Roma :
IsMEO, 1957. Revised Second Edition in 1974.
『七十頌』：Minor Buddhist Texts Part1, ed. by Giuseppe Tucci, Serie Orientale Roma 9, IsME.O, Roma,
1956, pp. 53-92.
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